
二条城 朝ＲＵＮ

申込期間 10月7日（金）～10月20日（木）

11月13日(日) 7:00～8:45
［受付7:00～7:30／ランニング7:00～8:40］

【注意事項】
1. 受付は時間厳守でお願いします。受付時間を過ぎますとご入城できませんので

ご注意ください。

2. 入城後、8時45分まで退場できません。（途中退場不可）

3. 申込者以外の付き添いの方等は城内にはお入りいただけません。また、ペット

の同伴もできません。

4. ランニングコースの一部を車両が通行する場合があります。注意して走行して

ください。

5. 本丸エリア内（東橋～西橋）はウォーキング指定区域としております。絶対に

走らないでください。なお、本丸庭園内は段差や通路が狭いので、ゆっくり歩

いてください。

6. コースは大半が砂利道となり、通路が狭くなっている箇所もございます。走り

やすい靴でお越しください。

7. ランニング中の無理な追い抜き、追い越しは禁止します。

8. 二条城は多くの重要文化財等を有しています。コース以外の場所に立ち入った

り、建物等に手を触れるような行為は、絶対に行わないでください。

9. 更衣室のご用意はありません。手荷物は受付（唐門前）横に用意するシートに

置いていただくか、東大手門券売所横のコインロッカー（城外・有料）にお預

けください。なお、貴重品の管理はご自身でお願いいたします。盗難・事故等

があった場合、主催者は一切の責任を負いません。

世界遺産を走る！

| 会 場 | 元離宮二条城内

| 参 加 料 | 2,000円（入城料含む） ※当日支払い、現金のみ

| 定 員 | 100名 ※応募多数の場合は抽選

| 参加資格 | 平成16年（2004年）4月1日以前に生まれた方

| 申込方法 | 京都マラソン公式ホームページ

QRｺｰﾄﾞ

京都マラソン公式ホームページURL:
https://kyoto-marathon.com/support/join/

10. 城内での水分補給は可能ですが、食事はご遠慮ください。

11. イベントは早朝であるため、大声を出すなど、近隣の迷惑になる行為はしな

いでください。

12. イベントは早朝であるため、二条城の駐車場及び駐輪場はご利用いただけま

せん。公共交通機関をご利用いただくか、近隣のコインパーキング（有料）を

お使いください。

13. 参加者のイベント中の傷害等に対する補償は、主催者が加入した保険の範囲

内で補償しますが、新型コロナウイルスの感染については適用外となります。

14. 参加者は、京都マラソン公式ホームページから「体調チェックシート(word)

をダウンロードし、ご記入のうえ、当日受付で提出してください。

15. 走行中以外は必ずマスクを着用し、こまめな手指消毒を心がけてください。

16. 雨天又は新型コロナウイルス感染症の影響等によりイベントを中止する場合

は、前日午後４時までに、京都マラソン公式HPでお知らせします。なお、イ

ベント中止の場合、主催者から参加者へ個別に連絡することはありませんので、

必ず各自で確認をお願いいたします。

17. イベント内容は、予告なく変更する場合があります。

18. 仮装は禁止とします。

19. 上記のほかイベントに関する事項については主催者の指示に従ってください。

20. 本イベントに申し込みの際は、京都マラソン公式ホームページの「参加され

るみなさまへ（PDF）」と「開催内容・注意事項（PDF）」を必ずご一読く

ださい。

主催者の定める新型コロナウィルス感染症対策（体調チェックシートの提出や検温等）にご協力をお願いします。

https://kyoto-marathon.com/support/join/


スタート位置

受付 ランニングコース 7時00分～8時15分 （1周：約1.2ｋｍ）

本丸エリア内 ウォーキング指定区域

クールダウンタイムコース 8時15分～ 8時４０分

城内コース図・みどころ

画像提供：京都市元離宮二条城事務所

問合せ先 京都マラソン実行委員会事務局（平日8:45～17:30）
〒604-8571京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地 TEL：075-222-3138／E-mail：kyoto-marathon@city.kyoto.lg.jp
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東南隅櫓【重要文化財】
二条城の外堀の四隅は、見張り台としての
隅櫓が建てられ、普段は武器庫として使わ
れていました。1788年（天明8年）の大火
で多くの櫓が消失してしまい、今ではこの
東南隅櫓と西南隅櫓の2つが残るのみです。

二の丸庭園【特別名勝】
池の中央に蓬莱島、左右に鶴亀の島を配し
た書院造庭園です。1626年(寛永3年)の後
水尾天皇行幸のために作事奉行・小堀遠州
のもとで改修されました。二の丸御殿の大
広間、黒書院、行幸御殿の3方向から観賞
できるように工夫されています。

二の丸御殿【国宝】
東南から北西にかけて、遠侍、式台、大広
間、蘇鉄の間、黒書院、白書院の6棟が雁行
形に立ち並ぶ御殿です。部屋数33室、800
畳余りもある内部は、代表的な「松鷹図」
をはじめ、将軍の威厳を示す虎、桜をはじ
め四季折々の花を描いた狩野派の障壁画(模
写画)で装飾されています。

東大手門【重要文化財】
二条城の正門にあたり、現存の門は1662年
(寛文2年)頃の建築と考えられています。
築城当時は現在のように櫓門（2階建て）で
したが、寛永の二条城行幸時には天皇を2階
から見下ろさないようにとの配慮から、一
重の門に建て替えられたと言われています。

本丸庭園
本丸御殿の南側の「本丸庭園」は、明治
天皇の行幸の際に、枯山水庭園から大改
造した庭園です。東南隅に築山を配し、
芝生を敷き詰めて曲線的な園路を設けた
優美な造りが四季折々の風情を感じさせ
てくれます。

唐門【重要文化財】
二の丸御殿の正門にあたり、切妻造、桧皮葺
の四脚門でその屋根の前後に唐破風が付きま
す。門には長寿を意味する「松竹梅に鶴」や、
聖域を守護する「唐獅子」など、豪華絢爛な
極彩色の彫刻を飾ります。2013年（平成25
年）の修復工事によって往時の姿によみがえ
りました。

入城口


